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５B：青系統 

５R：赤系統 2.5Y：黄色系統 10YR：オレンジ 
   系統 

５B：緑系統 

青の破線内が馬追丘陵で、 

赤の点線内が中央長沼市街地、

平地の農村で、 

それぞれ許容される色彩です。 

建築物の色彩のルール 

町全域 馬追丘陵

のみ 

ルールの適用区域 

３以下 

４以下 

彩度 

2.5GY～4.9R 
（緑、青緑、青、青紫、紫、 

 赤紫系統） 

７以下 5.0R～2.4GY 
（赤、オレンジ、黄色、黄緑 

 系統） 

明度 色相 

建築物の外観は、鮮やかな色の使用が制限されます。

マンセル表色系により、以下の色彩としてください。 

０ ← 彩 度 → ４ 

９ 
 

７ 

← 

明
度 

→ 

０ 

０ ← 彩 度 → ４ ０ ← 彩 度 → ４ 

０←彩 度→３ 

９ 
 

７ 

← 

明
度 

→ 

０ 

０←彩 度→３ 

９ 
 

７ 

← 

明
度 

→ 

０ 

９ 
 

７ 

← 

明
度 

→ 

０ 

９ 
 

７ 

← 

明
度 

→ 

０ 

 
景観づくりの進め方 

 美しい景観づくりのためには、町民・事業者・行政のそれぞれが、計

画の内容を十分理解し、取り組みを実践していくことが必要です。 

 町全体で効果的に景観づくりを進めていくため、３～４年程度で実施

する「リーディングプロジェクト」を設定しました。 

実施予定事業と連携した景観向上、公共施設の整備・維持に際し
ての景観配慮 等 

プロジェクト 

分かりやすい成功例をつくる ねらい 即効性ある取り組み 

パンフレットの作成・配布、建築物を含む住空間の設えについて
表彰する制度の検討 等 

プロジェクト 

景観に関心がない町民との接点を多くしながら、町内事業者のビ
ジネスチャンスを増やすＰＲを行う 

ねらい ＰＲ・広報啓発活動 

アドバイザー制度の創設、「町民会議」の組織 プロジェクト 

継続的な取り組みとなるよう、町民、事業者、行政内部に「景観
の伝道師」を育てる 

ねらい 推進する体制づくり 

 

長沼町美しい景観づくり計画の概要 
平成２０年４月 

この計画は町民参加の「美しい景観づくり懇談会」を開催

しながら検討し、取りまとめました 

（平成18年8月～19年10月・８回開催） 

 計画のテーマ 

「いただきます」暮らしがつくる長沼の豊かな風景 

～一人ひとりの取り組みが「長沼ブランド」を育てる～ 

 長沼町は、ニューカントリー事業などにより、街路樹や歩道、公園、

融雪溝、街路灯の整備など、水と緑と光に着目したまちづくりを進めて

きました。その中で、「緑の百景づくり」「花いっぱい運動」など、町

民主体による景観づくりが盛んに行われるようになり、町民の景観への

意識も次第に高まりを見せています。 

 そのような中、平成16年6月、日本で初めての景観に関する総合的な法

律である「景観法」が制定されました。長沼町は、平成19年8月に「景観

行政団体」となり、これまでに進めてきたまちづくりの取り組みを踏ま

えながら、景観法という新たな枠組みのもとで美しい景観づくりに取り

組んでいくこととしました。 

景観づくり全体に共通の考え方 

(1) 景観づくりのノウハウは、み

んなで共有 

(2) 余計なものを減らし、付け加

えるときはスマートに 

(3) 身近なものから始め、長い目

でじっくりと 

(4) みんなの力を結集して景観を

レベルアップ 

長沼の景観の目指す方向 

① 自然や田園風景と人々の暮ら

しが調和する、長沼ならではの

風景を守り育てる 

② 多様性や自由さを尊重しなが

ら、全体として調和する景観づ

くりを進める 

③ “見られる”対象物だけでなく、

“見る”場所を整える 

④ 景観を守り育てる人材を育成

し、人のネットワークの活性化

を図る 

 美しい景観は、私たちが快適で心地よい生活を営み、愛着と誇りを

持てる郷土づくりに必要なものであり、さらに、町の活性化にもつな

がるものです。また、景観は、私たちの暮らしの姿が色濃く映し出さ

れたものでもあります。 

 このため、日々の暮らしに「景観」の視点を取り入れ、町民一人ひ

とり、個々の事業者、そして行政が、身のまわりの景観に関心を持ち、

良い景観はみんなで守り、残念な景観はみんなで直していくなど、で

きるところから時間をかけて景観を整える、「長沼町の美しい景観づ

くり運動」を進めていきます。 

 この取り組みの輪を広げることで、地域全体として快適で住みよい

環境をつくり、町としての魅力や価値をより一層高め、「長沼ブラン

ド」を育てていきます。 



  

 平地の 
 農村 

 

 

３つの区域に分けて景観を考えます 

・町全域を計画対象区域とし、景観の特性から、 

 町域を①馬追丘陵、②中央長沼市街地、③平地の農村 

 の３つに区分して、景観づくりを進めます。 

 

 馬追丘陵 

 

商業系 

 くふう 

こうしたらよくなる 

景観づくりの 

 景観の目標像を実現するために心がけていただきたいことを定めます。 

 これは義務ではありませんが、建築・開発行為に加えて、普段の暮らしの中に取り入れることで、長沼の景
観が少しずつ向上します。以下にその一例を紹介します。 

 
景観を壊さない
ためのルール 

 

 景観の目標像から大きく外れてしまわないよう、一定規模を超える建
築・開発行為に対して、景観法により届出を義務付けます。 

 届け出る行為は、ルール（景観形成基準）に適合するものとしてくださ
い。これに適合しない場合は、設計変更などの対応をとるよう、勧告また
は変更命令を行うことがあります。 

計画の対象区域 

区域ごとの景観の目標像 

目標像：長沼の中心らしい
「調和」と「賑わい」
の市街地景観をつくる 

目標像：自然と融和した住
まい方を進め、馬追丘陵
の価値・魅力を高める 

目標像：農業がつくる長沼
ならではの「美味しい景
観」を守り育てる 

■樹木を大切にする 

 建築物は多くの場合、周囲に緑を配す

ることで一層魅力的になります。敷地内

の既存樹木の保全と緑化を積極的に行い

ます。樹木により丘陵の保水効果が高ま

ることも期待できます。 

■敷地内の建築物等の色彩コーディネート 

 農家は、宅地内に複数の建造物を擁します。これらは、

建てられる時期が異なる場合も多いですが、外壁・屋根の

色彩を統一するなどトータルでコーディネートすると、印

象が向上します。現在は色彩がバラバラであっても、塗装

の塗替えのときに揃えていくことで景観が向上します。 

■建物に設置する恒久的看板のコンパクト化 

 壁面看板、袖看板など建築物に設置する看板類は、まちに賑

わいを生む装置の一つですが、目を引こうとするあまり、「派

手な色彩」の面積や「文字」が大きすぎると、来店者の印象を

下げかねません。派手な色彩や文字は、落ち着いた色彩の壁面

にワンポイント的に設置する方が、品良く目立ち効果的です。 

上記の規模のもので、かつ、外

観の過半を超えるもの 

建築物・工作物の外

観を変更する修繕、

模様替、色彩の変更 

1,000㎡（中央長沼市街地は

3,000㎡、平地の農村は10,000

㎡）を超えるもの 

開発行為 

土地の形質の変更 

築造面積1,000㎡（馬追丘陵は

100㎡）又は高さ10ｍ（中央長

沼市街地は16ｍ）を超えるもの 

工作物の新設、増築、

改築、移転 

延床面積1,000㎡（馬追丘陵は

100㎡）又は高さ10ｍ（中央長

沼市街地は16ｍ）を超えるもの 

建築物の新築、増築、

改築、移転 

規模 種別 

届出対象となる行為 

緑化 

配置 

色彩 

高さ 

景観形成基準（基本的な事項） 

道路・隣地境界からの後退距離を十分にとり、

ゆとりある空間の確保に努める。（馬追丘陵

のみ適用） 

• 敷地面積の20％以上の緑地を確保する。

（馬追丘陵のみ適用） 

• 既存樹木の保全と樹木の植栽に努める。 

• 光沢を抑え、次頁に掲げる範囲の色彩とす

る（概ね２割の範囲内で用いるアクセント

的な色彩は除く）。 

• 外壁の25％を超えるイラスト等を記載しな

い。 

10ｍ以下（中央長沼市街地は16ｍ以下）とす

る。 

※ 上記は建築物の基準を要約したものであり、具体的な基準
の内容及び工作物・開発行為等については計画書本編をご
参照下さい。 

※ 一部例外規定もあります。 
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※１ 不勧告の場合は、町がこの期間を短縮する場合があります。 
   また、変更命令を行う場合は、町が90日を上限に期間延長する場合があります。 
※２ 変更命令に従わない場合は、現状回復等を命ずることがあります。 

【届出手続きのフローチャート】 

 中央長沼 
 市街地 

 
住居系 
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５B：青系統 

５R：赤系統 2.5Y：黄色系統 10YR：オレンジ 
   系統 

５B：緑系統 

青の破線内が馬追丘陵で、 

赤の点線内が中央長沼市街地、

平地の農村で、 

それぞれ許容される色彩です。 

建築物の色彩のルール 

町全域 馬追丘陵

のみ 

ルールの適用区域 
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（緑、青緑、青、青紫、紫、 

 赤紫系統） 

７以下 5.0R～2.4GY 
（赤、オレンジ、黄色、黄緑 

 系統） 

明度 色相 

建築物の外観は、鮮やかな色の使用が制限されます。

マンセル表色系により、以下の色彩としてください。 
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がるものです。また、景観は、私たちの暮らしの姿が色濃く映し出さ

れたものでもあります。 

 このため、日々の暮らしに「景観」の視点を取り入れ、町民一人ひ

とり、個々の事業者、そして行政が、身のまわりの景観に関心を持ち、

良い景観はみんなで守り、残念な景観はみんなで直していくなど、で

きるところから時間をかけて景観を整える、「長沼町の美しい景観づ

くり運動」を進めていきます。 
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